
そば・バラ・徳内ばやしのまち

次の世代に引き継ぐ魅力ある村山市

～村山市子育てスマイル プロジェクト～すこやか出産祝い金贈呈式

＜4月16日　市役所＞  6ページでも紹介しています。
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掲載している内容は4月22日時点のものです。今後の情勢により、対応等が変更になる可能性があります。ご了承ください。

１  手洗いや消毒、マスクの着用を含めた「咳エチケット」の徹底をお願いします。

２  三つの「密」、密閉、密集、密接を避けてください。

３  県外との往来を控えてください。特に、ゴールデンウィーク期間中は、くれぐれも控えてください。

４  法要などの行事について、県外からの参加を見合わせるなどご配慮をお願いします。

５  県内においても、生活するうえで必要なものを除いて、不要不急の外出はできる限り控え

てください。ご自身と周囲の方のためにも、慎重な行動をお願いします。

６  県外にいるお子さんやご親族などには、当分の間、来県を控えるよう、ご家族からお伝えください。

　  また、県外から来県された方は、２週間程度、自宅待機や在宅勤務などにより外出を控えてください。

◎市民の皆さんの落ち着いた行動をお願いします。

新型コロナウイルス感染拡大を防止するためのお願い

地区代表の紹介、受賞者の紹介、ホストタウン情報局  ほか



地
区
代
表
を
紹
介
し
ま
す

地区代表を紹介します
　4月1日付で地区代表を委嘱しました。地区代表は、これまでの行政委員にかわるものです。これまでは

市の特別職として業務を行っていただきましたが、令和2年度からは各地区の代表者の方に業務を委嘱して

います。

　地区名の前に◎がついている方は各地域の正代表、○は副代表です（袖崎の副代表は未定）。また、村山

市地区代表連絡協議会の会長に大場 美喜男さん（冨本）、副会長に高橋 政明さん（西郷）が選ばれました。

楯岡地域 道　六 板垣　進悟 ◎ 下小路 大場美喜男 袖崎地域

南新町 齋藤　清志 名　取 西塚　茂男 矢木沢 後藤　芳秋 本飯田１ 齊藤　高雄

中新町 日塔　和好 中　原 佐藤　　太 山　際 菅井　敬一 本飯田２ 鈴木　規仁

北新町 小座間　伸 清　水 斎藤　茂生 中ノ目 高橋　壯一 本飯田３東 須藤　孝三

五日町 小久貫　登 大　淀 齊藤　辰義 下荒敷 笹原　　稔 本飯田３西 齊藤　孝司

十日町 戸田　紘義 長　島 佐藤　悦一 上荒敷 石川　敏雄 本飯田４ 松田　房夫

晦日町 太田　健一 河島山１ 安孫子正志 北　山 布宮　正行 ◎ 本飯田５ 石川　栄作

二日町 元木　啓順 河島山２ 工藤　和男 上ノ宿 笹原　啓一 土生田１ 八鍬　　淳

鶴ヶ町 吉田　和宏 大倉地域 巾木田 軽部　　進 土生田２ 齊藤　洋一

北　町 笹原　忠市 ◎ 大　上 齋藤　光雄 〇 上仲宿 阿部　修一 土生田３ 小室甚一郎

湯　沢 鈴木　　悟 林　崎 淀川　利二 下仲宿 青木　敏博 土生田４ 八鍬　愼一

〇 北　楯 金谷　　正 金　谷 早坂　正孝 新　田 阿部　　勉 土生田５ 八鍬　貞次

南　楯 高橋　榮一 行　川 鈴木　健治 戸沢地域 土生田６ 阿部　利一

馬　場 高島　　精 中　沢 奥山　　守 本　郷 後藤　正助 土生田７ 富樫　裕幸

大沢川 笠原　康彦 〇 新　山 齋藤　　栄 〇 水　口 笹原　謙司 高　玉 太田喜一郎

◎ 中笛田 大沼　廣志 南　原 平山　欽吾 松　倉 齋藤　英一 赤　石 石山　幸良

北荒町 秋久保　廣 大久保地域 須　摩 齋藤　重光 五十沢 星野　弘一

中荒町 水田昭太郎 楯下釜 佐藤　竹志 樽石北 齋藤　精悦 大高根地域

南荒町 伊藤　澄夫 〇 西　口 菊地　幸一 稲下日影 井澤　芳宏 上深沢大林 青柳　房男

東新町 石井　　勇 上　宿 芦野　圭輔 稲下北部 渡部　一芳 下深沢 黒沼　藤昭

俵　町 菊池　　茂 新　宿 芦野　信幸 稲下中部 佐藤　裕一 道　田 酒井　正之

西笛田 関澤　和久 下　宿 芦野　春二 稲下南部 三浦　純一 楯 寺崎　　繁

東笛田 高橋　　実 平　野 奥山　新助 稲下東部 笹原　　明 外　宿 矢作　浩一

南笛田 小野　　優 北　口 井上　博庸 反　田 青柳　　新 平　林 黒沼　茂夫

新高田 安達　直彦 水　南 片桐　政昭 沖 川越　清光 上中原 高橋　利昭

駅　西 瀧田　　豊 東 門脇　利永 驚　滝 高橋　範夫 下中原 狩野　康晴

西郷地域 門　前 増子　好市 船　橋 川越　一廣 里 狩野　宏幸

碁　点 結城　武男 河原前 奥山　勝美 共　栄 高橋　健一 ◎ 森 増川臣太郎

◎ 浦 高橋　政明 ◎ 下　原 三原　祐一 土海在家 青柳長一郎 〇 小　滝 黒沼　敏弥

中　条 大内　　均 上　原 高谷　正憲 北　畑 金子　孝彦 境ノ目 黒沼　秀芳

宿 齋藤　正一 冨本地域 ◎ 弓　田 保科　和廣 中　山 黒沼　正光

上　宿 柴田　清一 楯 石井　兵助 新　町 中里　邦男 大谷地 西塚美喜男

乙　宿 田中　修作 宝 佐藤正二郎 新　田 鈴木　通義 新　西 石沢　良夫

中　組 矢口　孝幸 天　神 小林加次重 宮下１ 細谷　健一 下小屋 黒沼　辰男

下　組 井上　正俊 上久保 杉原　義男 宮下２ 細谷　隆志 大石赤岩 井上　嘉和

〇 浮　沼 板垣　　誠 下久保 三浦　　武 大鳥居 井上　雄二

※敬称略

■問合せ／市民環境課　☎内線110
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どんぐり広場 ☎(57)2429
子育て支援センター

　 ぐんぐん ☎(56)2002
子育て支援センター

ポポーのひろば ☎(53)0901
子育て支援センター

イベント情報の確認に

子育て支援アプリが 便利 です

　子育て支援アプリ「すくすく村

山」には、イベント情報発信のほ

か、予防接種の自動スケジュール

管理など、便利な

機能がいっぱいで

す。ぜひ、ご活用

ください。
↑子育て支援アプリ

子育て支援課 ☎内線162
村山市役所

新型コロナウイルス感染症予防のため、イベント等が中止となる可能性があります。お出かけになる前に、事前にお問い合わせいただくか、

ホームページや子育て支援アプリをご確認ください。

子育て応援情報 ～交流イベント・講座情報～

表記の説明　　 対 対象　 日 日時　 会 会場　 内 内容　 費 参加費　 申 事前申込　 他 その他

子
育
て
応
援
情
報

対  首が座ってから12か月までの赤

ちゃんとママ

日  5月20日(水)　10:20～11:30

会  甑葉プラザ2階研修室　 申  必要

他  親子の飲み物、バスタオル2枚、

替えのオムツを持参してくださ

い。ママは動きやすい服装で。

Babyママカフェ
「ベビーマッサージ」

日  ①5月14日(木)　②5月22日(金)

　　 9:30～11:30

会  ポポーのひろば　　　 申  必要

内  クロスステッチのくるみボタン

を作ります(お子さん同室)。

費  1個200円

ハンドmadeママ

対  会員、入会希望の方

日  5月13日(水)　10:20～12:00

会  甑葉プラザ2階研修室　 申  必要

内  乳幼児の心肺蘇生について消防

士から教えていただきます。　

ファミサポくらぶ
「心肺蘇生について学ぼう」

対  保育施設等入所前の親子

日  5月13日(水)　9:30～11:30

会  戸沢保育園

内  遊びの広場、身長・体重測定、

お誕生会、体操、手遊び、絵本

の読み聞かせ

わくわく広場

対  保育施設等入所前の親子

日  ①5月22日(金)　②5月26日(火)

　　 9:30～11:30

会  ①西郷認定こども園

 　②ちぐさ認定こども園

内  遊びの広場、お誕生会、体操、

手遊び、絵本の読み聞かせ、季

節の工作、おやつの時間のほか、

保育施設の見学もできます。

ぐんぐんの  出前保育

対  ひろば利用者

日  5月27日(水)　11:45～12:00

会  ポポーのひろば

他  5月生まれ(3歳まで)のお子さん

のお誕生会と、5月で生後6か月

になるお子さんのハーフバース

デーを行います。対象のお子さ

んの手形の受付は10:30まで。

5月生まれのお誕生会＆
ハーフバースデー

対  子育て家庭の方（妊娠期～幼児期）

日  いつでもどうぞ

会  ポポーのひろば

内  子育ての個別相談を行います。

利用者支援
「子育て応援そうだん会」

対  子育て中の方、おじいちゃん、

おばあちゃんどなたでもどうぞ

日  5月27日(水)　9:30～11:30

会  ふたば大高根保育園

内  子ども達と畑仕事をします。

地域交流の場  じばサロン

対  保育施設等入所前の親子

日  ①5月22日(金)　②5月26日(火)

　　 9:30～11:30

会  ①西郷認定こども園

　 ②ちぐさ認定こども園

屋内の遊び場として開放
保育施設無料開放日

対  保育施設等入所前の親子

日  5月21日(木)　10:00～11:30

会  ふたば袖崎保育園

内  避難訓練に参加します。

出前保育  ころころランド
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ダ
ニ
エ
ル
の
コ
ラ
ム
、
生
活
福
祉
情
報
、
国
民
年
金
情
報

　

オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
１
９
４
５
年
５
月

５
日
に
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ
が
降
伏
し
、
第
二

次
世
界
大
戦
が
終
わ
り
ま
し
た
。
ア
メ
リ

カ
、
カ
ナ
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

の
軍
隊
の
お
か
げ
で
、
オ
ラ
ン
ダ
は
ナ
チ

ス
の
占
領
か
ら
解
放
さ
れ
た
の
で
す
。
終

戦
日
の
前
日
に
あ
た
る
５
月
４
日
は
戦
争

で
亡
く
な
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
を
追
悼
す
る

日
で
す
。
オ
ラ
ン
ダ
人
を
代
表
す
る
国
王

や
首
相
な
ど
が
、
戦
争
の
記
念
碑
の
前
に

花
輪
を
飾
り
、
同
時
に
全
国
で
2
分
間
黙

と
う
を
捧
げ
ま
す
。

　

翌
日
の
「
解
放
の
日
」
に
は
毎
年
さ
ま

ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
一
つ

が
、
戦
場
や
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
運
動
で
活
躍

し
て
く
れ
た
退
役
軍
人
の
パ
レ
ー
ド
で

す
。
毎
年
約
２
０
０
０
人
の
退
役
軍
人
が

パ
レ
ー
ド
に
参
加
し
、
観
客
は
12
万
人
を

超
え
ま
す
。
パ
レ
ー
ド
以
外
に
も
全
国
各

地
で
「
解
放
の
火
」
が
灯
さ
れ
、
平
和
な

ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
特
別
な
ラ
イ
ブ
や
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
同
じ
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
の
国
で
開
催
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を

忘
れ
ず
、
平
和
を
維
持
す
る
こ
と
は
と
て

も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

終
戦
を
記
念
す
る

 

「
解
放
の
日
」

Vol.

8

国際交流員の

 ダニエルです

   オランダ語で
  　 「平和」は
　    「Vrede」
　（フレーデ）　

　

福
祉
課
で
は
、
平
成
30
年
秋
か
ら
ヘ

ル
プ
マ
ー
ク
と
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を
援
助

が
必
要
な
方
へ
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
と
は

　

援
助
や
配
慮
を
必
要
と

し
て
い
る
こ
と
が
外
見
か

ら
は
分
か
ら
な
い
方
々
が
、
周
囲
の
人

に
配
慮
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
知

ら
せ
る
こ
と
で
、
援
助
を
得
や
す
く
な

る
よ
う
身
に
付
け
る
マ
ー
ク
で
す
。

■
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
と
は

　

障
が
い
の
あ
る
方
が
、

日
常
生
活
や
緊
急
時
、
災

害
時
に
周
囲
に
手
助
け
を

求
め
る
た
め
に
所
持
す
る
カ
ー
ド
で
す
。

■
所
持
者
が
困
っ
て
い
た
ら

　

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
を
提
示
さ
れ
た
ら
、
カ
ー
ド
に

書
い
て
あ
る
内
容
に
沿
っ
た
手
助
け
や

記
載
さ
れ
て
い
る
連
絡
先
へ
の
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
福
祉
課
生
活
福
祉
係

 
　

☎
内
線

147

ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
・
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を

配
布
し
て
い
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
に
月
額
４
０
０
円

の
付
加
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て
納
付
す

る
と
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
と

き
に
付
加
年
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
納

付
は
申
請
し
た
月
分
か
ら
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
国
民
年
金
基
金
加
入
者

は
、
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
付
加
年
金
額
は
ど
の
く
ら
い
？

　

年
間
で
「
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料

を
納
め
た
月
数
」
分
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
受
取
開
始
２
年
で
、
納

付
額
以
上
に
な
り
ま
す
。

　

年
金
の
ご
相
談
は
寒
河
江
年
金
事
務

所
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
基
礎
年
金

番
号
の
分
か
る
年
金
手
帳
や
年
金
証
書

を
準
備
し
て
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
寒
河
江
年
金
事
務
所

☎
０
２
３
７

(84)
２
５
５
１
（
ダ
イ
ヤ
ル

後
、
５
を
押
し
て
く
だ
さ
い
）
ま
た
は

市
民
環
境
課
市
民
係 

☎
内
線

113

付
加
年
金
制
度
の
ご
案
内

年
金
の
相
談

生

活

福

祉

情

報

国

民

年

金

情

報
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受
賞
者
の
紹
介

※敬称略

消防功労等表彰

受賞者のご紹介

消防庁長官表彰

■永年勤続功労章

　矢萩　豊親（第2分団・分団長）

山形県知事表彰

■金条章

　第7分団第2部

■特別功労章

　沼沢　恵一（第1分団・分団長）

　大沼　敏美（第5分団・分団長）

　阿部　昌直（第8分団・分団長）

■功労章

　小関　新悦（第1分団・部長）

　鑑　　和昭（第2分団・班長）

　菊地　秀幸（第3分団・部長）

　夘野　祐一（第4分団・部長）

　伊藤　　均（第5分団・部長）

　落合　征一（第6分団・部長）

　斉藤　弘昭（第7分団・部長)

　高橋　　学（第8分団・団員）

■功績章

　松田　正憲（第1分団・部長）

　永澤　幸朗（第1分団・部長）

　矢萩　淳一（第2分団・班長）

　鈴木　康弘（第3分団・部長）

　朝烏　　剛（第4分団・部長）

　飛田　吏樹（第5分団・班長）

　古郡　孝一（第5分団・班長）

　井澤　孝樹（第6分団・部長）

　矢作　義則（第7分団・班長）

　高橋　正人（第8分団・部長）

　大場　　太（第8分団・団員）

■精練章

　日塔　直子（団本部・団員）

　高嶋　俊介（第1分団・班長）

　高橋　泰昭（第1分団・班長）

　板垣　昌志（第2分団・班長）

　須藤　広大（第2分団・班長）

　鈴木　　務（第3分団・班長）

　仲嶋　義晴（第4分団・班長）

　石井　貴博（第5分団・班長）

　笹原　康博（第6分団・班長）

　井澤　憲幸（第6分団・班長）

　安達　一也（第7分団・班長）

　寺崎　信幸（第8分団・班長）

日本消防協会長表彰

■功績章

　鈴木　孝志（第3分団・分団長）

■勤続章

　高梨　洋一（第1分団・副分団長）

　斉藤　弘昭（第7分団・部長）

　齋藤　好美（第1分団・団員）

　鈴木　耕哉（団本部・団員）

山形県消防協会長表彰

■優良章

　元木　　篤（第1分団・団員）

　中山　彰則（第1分団・班長）

　淀川　雄一（第1分団・班長）

　滝田　　博（第2分団・団員）

　佐藤　浩樹（第2分団・団員）

　齋藤　記史（第3分団・班長）

　齋藤　　豊（第3分団・団員）

　高谷　浩二（第4分団・団員）

　布宮　勇生（第5分団・団員）

　後藤新之介（第5分団・団員）

　高橋　豊治（第6分団・団員）

　笹原　徳幸（第6分団・団員）

　鈴木　和弥（第7分団・団員）

　矢作　勇太（第8分団・団員）

　赤松　和彦（第8分団・団員）

　黒沼　翔平（第8分団・団員）

■永年勤続章（勤続30年）

　安達　修蔵（団本部・副団長）

　齋藤　好美（第1分団・団員）

　藤田　浩司（第1分団・団員）

　土田　重夫（第8分団・団員）

消防協会北村山支部長表彰

■永年勤続退団者

　三原　　智（第4分団・分団長）

　大沼　敏美（第5分団・分団長）

　秋田　直樹（第7分団・分団長）

■消防防災協力団体

　南河島地区自主防災会

■市消防操法優良部（15年間）

　第2分団第5部

消防団長表彰

■無火災分団（平成31年、令和

　元年1年間）

　第3分団、第4分団、第5分団、

　第8分団

第1分団=楯岡、第2分団=西郷

第3分団=大倉、第4分団=大久保

第5分団=冨本、第6分団=戸沢

第7分団=袖崎、第8分団=大高根
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　市内で行われた催しや市にまつわる出来事などを取材

し、市民の皆さんに楽しい話題をお伝えします。

ま
ち
の
話
題

す
こ
や
か
出
産
祝
い
金
贈
呈
式

　

株
式
会
社
矢
萩
土
建
（
矢
萩
一
志
代

表
取
締
役
社
長
）
と
株
式
会
社
ド
ゥ
ー

ケ
ン
（
矢
萩
幸
江
代
表
取
締
役
）
が
、

4
月
1
日
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
従
業
員
が
4
つ
の
班
に

わ
か
れ
て
、
市
道
中
田
浮
沼
線
、
市
道

楯
岡
北
河
島
線
、
市
道
駅
西
中
央
線
、

県
道
寒
河
江
村
山
線
、
市
道
浮
沼
大
槇

線
の
西
郷
小
学
校
か
ら
共
栄
橋
ま
で
の

区
間
で
、
道
路
沿
い
に
落
ち
て
い
る
ゴ

ミ
や
空
き
缶
な
ど
を
拾
う
活
動
を
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
地
元
企
業
と
し
て
地

域
に
貢
献
し
よ
う
と
毎
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

道路沿いの清掃を行う㈱矢萩土建の皆さん

美
化
活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

4
月
2
日
、
市
立
図
書
館
で
「
ほ
ん

の
つ
う
ち
ょ
う
」
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
「
ほ
ん
の
つ
う
ち
ょ
う
」
と

は
、
図
書
館
で
借
り
た
本
の
タ
イ
ト
ル

や
著
者
名
が
印
字
・
記
録
さ
れ
る
も
の

で
す
。

　

贈
呈
式
で
は
、
こ
の
導
入
経
費
の
一

部
を
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
、
北
郡
信

用
組
合
の
菅
原
正
俊
理
事
長
か
ら
志
布

市
長
に
通
帳
が
手
渡
さ
れ
、
こ
れ
を
受

け
た
志
布
市
長
は
、
来
館
し
て
い
た
小

学
生
た
ち
に
「
た
く
さ
ん
読
ん
で
ね
」

と
声
を
か
け
な
が
ら
通
帳
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。
小
学
生
た
ち
は
早
速
本

を
借
り
、
記
帳
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ほんのつうちょうを小学生たちにプレゼント

ほ
ん
の
つ
う
ち
ょ
う
贈
呈
式

※企業・団体などで実施するボランティア活動の情報を総務課へお寄せください。市報で紹介します。

　

市
で
は
今
年
度
か
ら
子
育
て
世
帯
を

強
力
に
支
援
す
る
「
子
育
て
ス
マ
イ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
そ
の
事
業
の
一
つ
「
す
こ
や

か
出
産
祝
い
金
」
の
贈
呈
式
を
4
月
16

日
、
市
役
所
で
行
い
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
4
月
1
日
に
第
2
子

が
誕
生
し
た
市
内
在
住
の
志
村
詩
織
さ

ん
に
、
志
布
市
長
か
ら
祝
い
金
15
万
円

と
離
乳
食
用
の
食
器
セ
ッ
ト
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
市
に
住
民
登
録
さ
れ

た
出
生
児
が
対
象
で
、
第
1
子
に
10
万

円
、
第
2
子
15
万
円
、
第
3
子
30
万
円
、

以
降
10
万
円
を
上
乗
せ
し
支
給
し
ま
す
。

すこやか出産祝い金を贈呈された志村詩織さん
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むらやま わだいのグルメめぐり
むらやまに美味いものあり！

発

む
ら
や
ま
発
わ
だ
い
の
グ
ル
メ
め
ぐ
り

大沢川大沢川

市福祉
センター
市福祉
センター

コンビニコンビニ

市役所市役所

週
替
わ
り
プ
レ
ー
ト

 

カ
フ
ェ
・
ラ
ヴ
ィ

（
高
野
豆
腐
の
そ
ぼ
ろ
３
色
玄
米
ご
は
ん
）住所：中央2-6-20　　電話：53-0414　　営業時間：(ランチ)午前11時30分～午後2時30分

(ティータイム)午後2時30分～5時30分　　定休日：火曜日(臨時休業あり)

次回は、松浦さんがお薦めの食堂もちやかた（楯岡）を取材します。

　

中
央
二
丁
目
に
あ
る
「
カ
フ
ェ
・
ラ

ヴ
ィ
」
は
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
料
理
の
お

店
で
す
。
オ
ー
ナ
ー
の
松
浦
幸ゆ

か薫
さ
ん

（
東
根
市
）
は
、
人
が
癒
さ
れ
、
く
つ

ろ
げ
る
空
間
を
作
り
た
い
と
い
う
夢
を

持
ち
、
ま
た
、
玄
米
食
を
食
べ
た
時
、

体
が
温
ま
っ
た
こ
と
、
癒
さ
れ
て
穏
や

か
な
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
料
理
教
室
に
通
い
、
夢
だ
っ
た
癒

し
の
空
間
づ
く
り
を
実
現
さ
せ
る
た
め

平
成
29
年
9
月
に
こ
の
店
を
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　

「
週
替
わ
り
プ
レ
ー
ト
」
は
、
山
形

の
幻
の
米
と
い
わ
れ
る
「
有
機
さ
わ
の

は
な
」
を
使
用
し
た
玄
米
ご
は
ん
に
、

ほ
う
れ
ん
草
、
ニ
ン
ジ
ン
、
高
野
豆

腐
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
色
鮮
や
か
に
盛

り
付
け
て
あ
り
、
そ
れ
に
レ
ン
コ
ン
の

き
ん
ぴ
ら
と
サ
ラ
ダ
、
漬
物
が
添
え
ら

れ
、
ス
ー
プ
と
デ
ザ
ー
ト
が
付
い
た
一

品
で
す
。

　

玄
米
ご
は
ん
は
、
玄
米
独
特
の
旨
味

と
食
感
が
楽
し
め
ま
す
。
有
機
農
業
で

育
っ
た
無
農
薬
の
野
菜
は
地
元
の
農
家

な
ど
か
ら
仕
入
れ
て
お
り
、
安
心
で

と
っ
て
も
ヘ
ル
シ
ー
。
素
材
の
味
を
十

分
に
生
か
す
た
め
味
付
け
は
ご
く
シ
ン

プ
ル
に
し
て
い
ま
す
。
動
物
性
の
材
料

は
一
切
使
っ
て
お
ら
ず
、
食
材
本
来
の

自
然
の
味
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
カ
フ
ェ
・
ラ
ヴ
ィ
で
は
、
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
の
弁
当
も
提
供
し
て
お

り
、
紹
介
し
た
3
色
玄
米
ご
は
ん
の
ほ

か
、
季
節
野
菜
の
カ
レ
ー
と
コ
ロ
ッ
ケ

弁
当
も
あ
り
ま
す
。
玄
米
食
は
栄
養
価

が
高
く
免
疫
力
も
あ
が
り
、
心
も
体
も

落
ち
着
く
そ
う
で
す
。

　

松
浦
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
心
と
体

を
癒
せ
る
く
つ
ろ
ぎ
の
空
間
と
し
て
、

い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
来
て
頂
き
、
気
軽

に
ゆ
っ
く
り
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

お
し
ゃ
れ
で
や
さ
し
い
雰
囲
気
の
店

内
で
、
身
も
心
も
ゆ
っ
く
り
と
癒
さ
れ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

話
題
の
グ
ル
メ
を
召
し
上
が
れ
。

松浦さん(前)とスタッフの皆さん
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お
知
ら
せ

大
地
の
祈
り
コ
ン
サ
ー
ト

開
催
延
期

　

5
月
30
日

（土）
に
開
催
を
予
定
し
て
い

た
大
地
の
祈
り
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
２
０

は
、
現
在
の
情
勢
と
事
情
を
考
慮
し
、

延
期
し
ま
す
。
振
替
公
演
の
日
程
等

は
、
決
定
次
第
ご
案
内
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課 

☎
内
線

333

全
国
各
流
居
合
道

さ
く
ら
ん
ぼ
大
会
の
中
止

　

６
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い
た
第
15

回
全
国
各
流
居
合
道
さ
く
ら
ん
ぼ
大
会

は
、
現
時
点
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
終
息
時
期
が
見
通
せ
な
い
こ

と
か
ら
、
中
止
し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
／
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
交
流
課 

☎
内
線

363

葉
山
市
民
登
山
の
中
止

　

例
年
6

月
開
催
の
葉
山
市
民
登
山

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
中
止
し
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
交
流
課 

☎
内
線

363

障
が
い
者
相
談
員
の
紹
介

　

障
が
い
者
相
談
員
は
市
の
委
嘱
を
受

け
、
障
が
い
者
ま
た
は
そ
の
保
護
者
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

悩
み
や
不
安
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
身
体
障
が
い
者
相
談
員

・
後
藤　

精
二
氏
（
楯
岡
）

・
齋
藤　

甚
市
氏
（
楯
岡
）

・
大
泉　

仙
二
氏
（
西
郷
）

・
児
玉　
　

正
氏
（
大
久
保
）

・
井
上　

幸
雄
氏
（
戸
沢
）

■
知
的
障
が
い
者
相
談
員

・
早
坂　

恒
子
氏
（
楯
岡
）

・
元
木
み
ゆ
き
氏
（
楯
岡
）

■
問
合
せ
／
福
祉
課 

☎
内
線

146

有
毒
植
物
に
よ
る
食
中
毒
に
注
意

　

ス
イ
セ
ン
や
ト
リ
カ
ブ
ト
を
山
菜
等

と
間
違
え
た
こ
と
に
よ
る
食
中
毒
が
毎

年
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

事
故
を
防
ぐ
た
め
に
次
の
こ
と
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
山
野
草
は
、
食
用
と
確
実
に
分

か
っ
て
い
る
も
の
し
か
採
ら
な
い
・

食
べ
な
い
。

・
採
取
時
や
調
理
前
に
は
十
分
確
認
す
る
。

・
安
易
に
譲
り
渡
し
た
り
、
譲
り
受
け

た
り
し
な
い
。

・
吐
き
気
や
し
び
れ
等
の
体
調
不
良
が

み
ら
れ
た
場
合
は
、
残
品
を
持
っ
て

早
急
に
医
療
機
関
で
受
診
す
る
。

■
問
合
せ
／
保
健
課 

☎
内
線

132

５
月
12
日
は

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童

委
員
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
相
談
相
手
で

す
。
福
祉
制
度
の
紹
介
や
関
係
機
関
と

の
つ
な
ぎ
役
を
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
福
祉
課 

☎
内
線

141
・

142

水
路
な
ど
の
農
業
水
利
施
設
に

近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い

　

立
入
禁
止
箇
所
は
、
落
ち
た
ら
命
に

東
沢
公
園
の
閉
鎖
と

バ
ラ
ま
つ
り
２
０
２
０
の
中
止

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が

続
い
て
お
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
入
園

者
の
生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
東
沢

公
園
を
閉
鎖
し
ま
す
。

閉
鎖
期
間　

5
月
10
日

（日）
ま
で

※
閉
鎖
期
間
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
ラ
ま
つ
り
２
０
２
０
を
中

止
し
ま
す
。
バ
ラ
の
見
頃
に
お
け
る
有

料
開
園
も
実
施
し
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
商
工
観
光
課 

☎
内
線

155

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
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■防災無線の内容を確認

したいとき　

　☎(53)6644

■火事の発生場所や消火

状況を確認したいとき　

　☎(55)0119

■担当／村山市総務課情報危機管理係

☎内線213

防災行政無線を電話で
聞くことができます　 　住宅の環境や気象条件

により防災行政無線が聞

こえない場合、テレホン

サービスで内容を確認す

ることができます。

※2つのテレホンサービスでは、放

送内容や火事、救助についての自

動録音音声が流れます。

お
知
ら
せ

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す

　

5
月
1
日

（金）
か
ら
6
月
5
日

（金）
は

「
不
法
投
棄
監
視
お
よ
び
海
岸
漂
着
ご

み
削
減
強
化
月
間
」
で
す
。

　

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
や
不
適
正
処
理

を
見
か
け
た
場
合
に
は
、
「
不
法
投
棄

１
１
０
番
」
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
際
、
投
棄
者
名
や
車
両
番
号
を

控
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
早
期
解
決
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

み
ん
な
で
不
法
投
棄
を
撲
滅
し
ま

し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
不
法
投
棄
１
１
０
番

（
村
山
総
合
支
庁
環
境
課
）

 

☎
０
２
３（
６
２
１
）８
４
２
７

不
動
産
無
料
相
談

　

不
動
産
（
土
地
・
建
物
・
空
き
家
）

全
般
に
つ
い
て
宅
地
建
物
取
引
士
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　

事
前
予
約
が
必
要
で
す
（
２
日
前

ま
で
）
。

日
時　

5
月
13
日

（水）
午
前
10
時
～
正
午

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ　

■
問
合
せ
／
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

 

☎
０
２
３（
６
５
２
）９
０
７
０

心
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

　

精
神
科
医
師
に
よ
る
精
神
保
健
福
祉

相
談
を
行
い
ま
す
。

　

事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
相
談
無

料
。

対
象
者　

本
人
ま
た
は
ご
家
族

相
談
日　

2
か
月
に
１
回
（
偶
数
月
）

会
場　

北
村
山
地
域
振
興
局

■
問
合
せ
／
村
山
保
健
所
保
健
企
画
課 

 

☎
０
２
３（
６
２
７
）１
１
８
４

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
小
口
資
金
の
特
例
貸
付
け

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
休
業
や
失
業
等
を
し
た
こ
と
に
よ

り
、
収
入
が
減
少
し
生
活
費
で
お
悩
み

の
方
を
対
象
に
、
緊
急
小
口
資
金
の
貸

付
け
を
行
い
ま
す
。

貸
付
限
度
額

・
特
例
の
場
合

　

20
万
円
以
内
（
無
利
子
）

・
そ
の
他
の
場
合

　

10
万
円
以
内
（
無
利
子
）

■
問
合
せ
／

（福）
市
社
会
福
祉
協
議
会 

 

☎
（52）
０
３
２
１

関
わ
る
所
で
す
。
近
く
で
は
、
絶
対
に

遊
ば
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
水
路
に
ご
み
を
捨
て
な
い
で

　

用
排
水
路
に
ご
み
や
草
な
ど
が
詰
ま
る

と
、
農
家
の
皆
さ
ん
が
困
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
施
設
の
機
能
保
全
の
た
め
、
ご
み
を

捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
農
林
課 
☎
内
線

255

県
消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　

消
費
生
活
に
関
す
る
啓
発
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
、
消
費
者
問
題
に
関
心

の
あ
る
満
18
歳
以
上
で
県
内
で
活
動
で

き
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
限　

5
月
22
日

（金）

申
込
先　

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
２
３
（
６
３
０
）
３
２
３
９

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課 

☎
内
線

116

防
災
行
政
無
線
定
時
放
送
の
曲
名

期
間　

5
月
1
日

（金）
～
8
月
31
日

（月）

時
間
・
曲
名

正
午　
　
　

野
ば
ら

午
後
5
時　

ふ
る
さ
と

■
問
合
せ
／
総
務
課 

☎
内
線

213

各
団
体
か
ら
の
お
知
ら
せ

困
り
ご
と
・
相
談

催
し
・
そ
の
他
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お
知
ら
せ

22
日

（金）
～
27
日

（水）
、
練
成
訓
練
＝
28
日

（木）
、

手
榴
弾
投
擲
＝
29
日

（金）
、
離
着
陸
訓
練

＝
1
日

（金）
～
29
日

（金）
の
平
日

■
問
合
せ
／
神
町
駐
屯
地

 

☎
（48）
１
１
５
１

■
村
山
市
へ

「
認
知
症
と
と
も
に
生
き
る
地
域
づ
く

り
に
関
す
る
連
携
協
定
」
を
締
結
し
て

い
る
エ
ー
ザ
イ
株
式
会
社
が
マ
ス
ク
、

保
湿
ク
リ
ー
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
ド
リ
ン

ク
、
抗
菌
ス
プ
レ
ー

■
冨
本
小
学
校
へ

同
校
令
和
元
年
度
卒
業
生
一
同
が
ワ
ン

タ
ッ
チ
タ
ー
プ
テ
ン
ト
1
張

　

市
報
４
月
15
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た

職
員
全
配
置
の
職
員
名
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

正
し
く
は
次
の
通
り
で
す
。

11
ペ
ー
ジ 　

建
設
課　

建
築
係　

主
任 

笹
原　

弥
生

総
合
支
庁
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

忘
れ
ず
期
限
ま
で
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
村
山
総
合
支
庁
課
税
課

 

☎
０
２
３（
６
２
１
）８
２
５
６

介
護
福
祉
士
・
保
育
士

修
学
資
金
の
貸
付
け

　

介
護
福
祉
士
・
保
育
士
養
成
施
設
に

在
学
し
資
格
取
得
を
目
指
す
学
生
に
対

し
修
学
資
金
、
入
学
準
備
金
、
就
職
準

備
金
等
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
ま
す
。

　

卒
業
後
、
県
内
で
５
年
間
継
続
し
て

介
護
・
保
育
等
の
業
務
に
従
事
し
た
場

合
は
、
全
額
返
還
免
除
と
な
り
ま
す
。

　

申
込
方
法
や
条
件
な
ど
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／

（福）
県
社
会
福
祉
協
議
会
地

域
福
祉
部 

 

☎
０
２
３（
６
２
２
）５
６
９
９

大
高
根
演
習
場
5
月
の
訓
練
予
定

爆
破
訓
練
＝
17
日

（日）
、
演
習
場
整
備
＝

■
休
業
期
間　

5
月
11
日

（月）
ま
で

※
休
業
の
期
間
は
状
況
に
よ
り
延
長
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
再
開
の
日
程

は
決
定
次
第
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

に
て
発
表
し
ま
す
。
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
営
業
短
縮
期
間
・
時
間

期
間　

5
月
12
日

（火）
～
20
日

（水）

時
間　

午
前
9
時
～
午
後
5
時
ま
で

■
問
合
せ
／
道
の
駅
む
ら
や
ま

 

☎
（55）
７
１
０
０

 

6
月
1
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

　

不
当
な
差
別
や
い
じ
め
な
ど
、
人
権

問
題
で
お
困
り
の
際
は
、
一
人
で
悩
ま

ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
問
合
せ
／
山
形
地
方
法
務
局

 

☎
０
２
３（
６
２
５
）１
３
２
１

自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
期
限

　

自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
納
期
限
は

6
月
1
日

（月）
で
す
。

　

お
近
く
の
金
融
機
関
、
郵
便
局
、
各

ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
の
臨
時
休
業

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
臨

時
休
業
し
ま
す
。

■
休
業
期
間

日
帰
り
温
泉
・
Ｓ
Ｐ
Ａ
プ
ー
ル

5
月
10
日

（日）
ま
で

宿
泊
・
宴
会
・
レ
ス
ト
ラ
ン

5
月
20
日

（水）
ま
で

　

無
料
送
迎
バ
ス
の
運
行
は
当
面
休
止

し
ま
す
。

※
休
業
の
期
間
は
状
況
に
よ
り
延
長
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
再
開
の
日
程

は
決
定
次
第
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

に
て
発
表
し
ま
す
。
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
／
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点

 

☎
（56）
３
３
５
１

道
の
駅
む
ら
や
ま
の

営
業
時
間
短
縮
・
臨
時
休
業

　

道
の
駅
む
ら
や
ま
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
営
業

時
間
の
短
縮
お
よ
び
臨
時
休
業
を
し
ま

す
。

お
く
り
も
の
あ
り
が
と
う

お
わ
び
と
訂
正
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MURAYAMA HotNews
広
告

広
告

　農地の売買や貸借、宅地などへ転用する場合は農業委員会の許可が必要

です。無許可で行うと農地法違反となり罰則があります。

　毎月25日(休日などの場合はその直前の平日)までに受け付けたものを翌

月に審査します。

■許可が必要なもの

・耕作するための農地の売買や賃借をする場合

・自分の農地を自ら宅地などへ転用する場合

・他人の農地を買ったり借りたりして、宅地などへ転用する場合

■届出が必要なもの

・面積200平方メートル未満の自分の農地に農作業施設を建てる場合

・生産性を上げるために盛土などをする場合

■問合せ／農業委員会事務局  ☎内線261

農地の売買・転用には委員会の許可が必要です

　倒壊の危険性がある「危険ブロック塀」について把握するため、一斉点

検調査を実施します。調査には身分証を携帯した市建設課職員が2人一組

で訪問します。調査にご理解とご協力をお願いします。

■調査期間　5月11日(月)～29日(金）

■調査地域　楯岡地域内の通学路沿線にあるブロック塀等

■調査内容　ひび割れ・傾き・損傷の点検、写真撮影など

　※ご不在の場合は外観のみの調査となります。

■問合せ／建設課  ☎内線238

危険ブロック塀の一斉点検調査

　農業経営規模の縮小などを考えている方の農地を借り受け、経営規模の

拡大や農地の集約を希望する方に貸し付けます。

■借受者募集期間

5月7日(木)～令和3年2月26日(金)

※貸付希望者は随時受け付けしています。ただし、令和3年度から借受

け、貸付けを希望する場合は8月31日(月)までお申し込みください。

■募集区域　市内の農地(主に水田)

■申込方法　農業委員会事務局へ所定の申込用紙を提出してください。

■問合せ／農業委員会事務局  ☎内線262

農地中間管理事業の借り手を募集

　病害虫の発生源や有害鳥獣の住みかになってしまう遊休農地を解消する

ため、農地の借り手に対して、抜根、整地、耕うんなどの費用の一部を助

成します。助成件数が限られていますので、早めにお申し込みください。

■対象者　農用地利用集積計画または農地法に基づいて、賃貸借権を5年

以上設定した方

■助成額　10アールあたり55,000円以内

■問合せ／農業委員会事務局  ☎内線261

遊休農地の解消に助成します

お
知
ら
せ
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↑市ホームページ ↑子育て支援アプリ ↑ふるさとだより

※住民基本台帳法の一部改正に伴い、日本人と外国人の合計数になります。

村山市の人口（4月1日現在）：23,506人　男：11,415人 女：12,091人   世帯数：8,132戸

■問合せ／東京オリンピック・パラリンピック交流課　☎内線362

ホストタウン情報局

ブルガリア新体操チームを
応援ビデオレターで激励

　新型コロナ

ウイルスの影

響により、現

在、ブルガリ

ア新体操チー

ムは自宅待機

（自主練習）

を余儀なくされています。

　そこで、ブルガリア新体操チームの選手を応援す

るため、ゴールデンガールズファンクラブ役員と市

職員とで応援ビデオレターを作成し、ブルガリア新

体操連盟に送りました。

　この動画は、市ホームページおよびYouTube

チャンネル「ROSECAMP.ch」で公開していますの

でぜひ、ご覧ください。

身近な物でマスク作り、マスクでブルガリアを応援
　新型コロナウイルスの影響により、全国的にマスク

が不足しています。

　そこで、身近な物でマスク作りの動画を作成しま

した。市ホームページおよびYouTubeチャンネル

「ROSECAMP.ch」で公開していますのでぜひ、ご覧

ください。応援メッセージを入れるなど、オリジナル

のマスクをデザインして、みんなでブルガリアチーム

を応援しましょう！　
ROSECAMP.ch

動画はこちら

↓

新体操ストレッチで
健康づくり

　新型コロナ

ウイルスの影

響により、自

宅待機や休業、

休学を余儀な

くされている

方がたくさん

います。外出自粛による運動不足が進むと免疫力低

下による感染拡大や健康被害などが心配されます。

　そこで、スポーツ国際交流員のヴィターレ・

アントアネタさんによる、新体操を応用した市民向

けのストレッチ動画を作成し配信しています。この

動画は、市ホームページおよびYouTubeチャンネ

ル「ROSECAMP.ch」で公開していますのでぜひ、

ご覧ください。希望者にはDVDを差し上げます。

新型コロナウイルス感染拡大防止のため

5月10日まで期間延長

小中学校を臨時休業、公共施設の利用を制限します
　市民の友4月15日号でお知らせした小中学校の臨時休業および公共施設の利用制限について、期

間を5月10日(日)まで延長します。屋外の運動施設については、すべての方の利用を休止します。

　また、放課後児童クラブは、5月10日(日)までの期間で土曜、日曜、祝日を除き午前8時から午後

1時まで各小学校、午後1時から午後6時まで各放課後児童クラブで開所します。

　市民の皆さんには、大変なご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。


